
一

日
本
人
は
、
実
生
活
に
お
い
て
も
文
学
・
芸
能
の
よ
う
な
虚
構
の
世
界
で
も
、

多
分
に
旅
を
好
み

（
注
1
）放
浪
生
活
に
憧
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
、
私
は
思
う

（
注
2
）。
長
年
続
い

た
N
H
K
テ
レ
ビ
の
「
新
日
本
紀
行
」
は
今
も
そ
の
一
部
が
再
放
送
さ
れ
て
い
る

し
、
民
放
の
「
遠
く
へ
行
き
た
い
」（
よ
み
う
り
・
日
本
テ
レ
ビ
）
や
近
年
の
「
旅

の
香
り
時
の
遊
び
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）、「
い
い
旅
・
夢
気
分
」（
テ
レ
ビ
東
京
）、

「
田
舎
に
泊
ま
ろ
う
」（
同
、
タ
レ
ン
ト
が
予
約
な
く
民
家
に
泊
め
て
貰
う
と
い
う

企
画
）
な
ど
も
、
人
気
を
集
め
て
い
る
。
最
近
出
た
池
内
紀
『
ひ
と
り
旅
は
楽
し
』

（
中
公
新
書
・
二
〇
〇
四
）
が
「
ひ
と
り
旅
」
の
「
手
本
」
と
し
て
冒
頭
に
挙
げ
る

「
若
山
牧
水
、
山
下
清
、
寅
さ
ん
」
の
人
気
も
、
牧
水
・
清
（
絵
の
他
に
「
放
浪
日

記
」
も
あ
る
）
の
作
品
や
寅
さ
ん
の
性
格
（
素
朴
な
正
義
感
や
率
直
さ
な
ど
）
へ

の
共
感
と
と
も
に
、
そ
の
放
浪
漂
泊
の
生
活
に
対
す
る
憧
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
も
多

い
に
違
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
日
本
人
の
旅
と
漂
泊
へ
の
憧
憬
・
共
感
を
示
す
文
学
・
芸
能
類
は

古
来
甚
だ
多
い
が

（
注
3
）、
今
回
は
そ
れ
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
近
現
代
の

歌
謡
を
取
り
上
る
。
文
学
や
芸
能
（
講
談
・
浪
曲
・
映
画
・
演
劇
な
ど
）
に
比
べ

て
は
る
か
に
少
な
い
時
間
や
費
用
（
時
に
は
無
料
）
と
労
力
で
享
受
で
き
、
そ
の

消
長
は
少
な
く
と
も
大
衆
の
好
み
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
明
治
か
ら
昭
和
に
至
る
歌
謡
で
広
く
歌
わ
れ
た
も
の
（
発
表
当
時
流

行
し
た
こ
と
が
基
本
だ
が
、
多
く
は
後
々
ま
で
愛
唱
さ
れ
て
い
る
）
の
中
か
ら
、

放
浪
・
漂
泊
を
主
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
も
の
を
調
べ
て
、
別
表
（
論
文
末
尾
）

を
作
っ
て
み
た
。
な
お
、
歌
謡
を
論
ず
る
際
は
そ
の
音
楽
面
も
考
え
る
べ
き
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
性
質
上
、
ほ
と
ん
ど
歌
詞
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

具
体
的
に
は
、
古
茂
田
信
男
他
『
日
本
流
行
歌
史
』（
初
版
＝
一
冊
本
・
昭
四

五
、
新
版
＝
三
冊
本
・
一
九
九
四
〜
一
九
九
五
、
間
に
一
九
八
〇
・
一
九
八
一
の

二
冊
本
も
あ
る
。
以
下
、「
流
行
歌
史
」
と
略
称
す
る
）
の
「
歌
詞
編
」
を
検
し

て
、
右
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
（
通
例
放
浪
・
漂
泊
す
る
の
は
主
人
公
で
あ
る
が
、

中
に
は
そ
れ
を
想
い
あ
る
い
は
そ
れ
を
見
送
る
側
の
心
境
を
歌
っ
た
も
の
な
ど
も
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あ
り
、
詳
し
く
は
後
述
参
照
）
を
有
す
る
も
の
を
拾
い
、
そ
の
歌
の
作
ら
れ
あ
る

い
は
流
行
し
た
年
代
を
基
に
年
表
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
右
書
の
「
歌
詞
編
」

を
基
本
に
し
た
の
は
、
そ
れ
が
明
治
以
降
の
歌
謡
（
童
謡
・
唱
歌
・
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
等
を
含
む
）
を
年
代
順
に
並
べ
る
に
当
っ
て
、「
単
に
流
行
し
た
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
そ
の
時
代
の
世
相
を
描
く
と
い
う
点
で
特
色
の
あ
る
歌
を
選
ん
で
あ
る
」

（
各
版
「
は
し
が
き
」）
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
曲
数
が
今
回
の
作
業
に
適
当
で
あ

り
（
例
え
ば
新
興
楽
譜
出
版
社
の
『
昭
和
歌
謡
大
全
集
』
の
既
刊
二
冊
「
戦
前
・

戦
中
編
」「
戦
後
編
―
上
巻
」
は
昭
和
前
半
し
か
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
曲
数
が
多
過
ぎ
て
不
便
）、
従
来
そ
の
便
利
さ
と
権
威
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
書
の
「
歌
詞
編
」
に
は
、「
馬
追
手
綱
」（
昭
五
）「
旅
が
ら
す
」

（
昭
八
）
そ
の
他
同
書
独
特
の
も
の
が
あ
る
（
そ
れ
ら
は
私
も
耳
に
し
た
こ
と
が
な

い
）
一
方
、「
お
ん
な
船
頭
唄
」（
昭
三
〇
）「
夕
陽
の
丘
」（
昭
三
八
）
な
ど
な
ぜ

洩
れ
た
か
分
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
後
者
に
属
す
る
も
の
い
く
つ
か
を
、
私
見
で

補
っ
た
。
こ
の
表
に
関
す
る
そ
の
他
の
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
ず
「
年
代
」「
曲
名
」「
歌
い
出
し
」
の
次
の
「
範
疇
　
モ
チ
ー
フ
」
の
「
範

疇
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
作
ら
れ
歌
わ
れ
た
場
も
し
く
は
そ
の
題
材
の
特
性
、「
モ

チ
ー
フ
」
は
各
歌
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
・
モ
チ
ー
フ
の
意
で
、
具
体
的
に
は
次
の

通
り
。
こ
の
中
の
二
つ
を
併
せ
た
も
の
は
両
方
の
略
称
を
併
記
し
（
自
明
な
も
の

は
説
明
を
省
く
）、
そ
れ
と
分
類
し
切
れ
な
い
も
の
（
そ
の
度
合
の
弱
い
も
の
）
に

は
括
弧
を
施
し
た
。

先
ず
「
範
疇
」
で
は
、

歌
＝
歌
曲
　
　
軍
＝
軍
歌
　
　
劇
＝
劇
中
歌
（
大
正
期
に
限
る
）

恋
＝

恋
愛
（
失
恋
で
な
く
）
を
背
景
と
し
た
も
の
　
　
航
＝
港
や
航
海
を
舞
台
・

題
材
と
し
た
も
の
　
　
失
＝
失
恋
　
　
唱
＝
唱
歌
　
　
職
＝
職
業
　
　
戦
＝

敗
戦
を
契
機
と
し
た
も
の
　
　
股
＝
股
旅
物
　
　
陸
＝
大
陸
物
（
大
陸
す
な

わ
ち
当
時
の
中
国
や
満
鮮
を
舞
台
と
し
た
も
の
）

山
＝
山
行
を
題
材
と

し
た
も
の
　
　
洋
＝
西
洋
曲

の
略
、「
モ
チ
ー
フ
」
の
方
は
ほ
と
ん
ど
説
明
を
要
し
な
い
と
思
う
が
、「
職
」
に

属
す
る
も
の
を
「
放
浪
」
と
せ
ず
「
流
転
」
と
し
た
の
は
、「
さ
す
ら
い
の
唄
」

「
流
浪
の
旅
」
以
来
の
孤
独
な
放
浪
と
一
線
を
画
す
必
要
を
認
め
る
か
ら
で
あ
る
。

古
来
の
歌
謡
を
主
題
や
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
論
じ
た
も
の
が
比
較
的
少
な
い
中
で
、

放
浪
・
漂
泊
の
モ
チ
ー
フ
を
も
論
じ
た
（
そ
う
で
な
い
論
を
も
含
む
）
新
藤
謙

『
流
れ
者
歌
謡
考
』（
書
き
お
ろ
し
か
、
ブ
ロ
ン
ズ
社
・
昭
四
六
）
の
一
章
「
さ
す

ら
い
の
歌
」
に
「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」
や
「
越
後
獅
子
の
唄
」
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ら
に
歌
わ
れ
た
「
職
業
的
流
れ
者
」

（
注
4
）の
放
浪
な
い
し
巡
業
に
は
「
そ
れ
な
り
の

も
の
悲
し
さ
は
あ
る
が
」、「
旅
人
の
唄
」「
国
境
の
町
」
な
ど
の
「
さ
す
ら
い
者
ほ

ど
の
孤
独
感
と
悲
壮
感
、
う
ら
ぶ
れ
意
識
は
少
な
い
」
と
あ
る
の
を
参
考
に
し
た

か
ら
で
あ
る
。

次
の
六
欄
は
い
く
つ
か
の
歌
謡
集
（
歌
詞
だ
け
の
も
の
が
多
い
）
に
お
け
る
各

曲
の
所
見
で
、

流
行
歌
史
＝
古
茂
田
信
男
他
『
日
本
流
行
歌
史
』（
以
下
の
本
文
で
も
「
流

行
歌
史
」
と
略
称
す
る
）
初
版
・
新
版
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
歌
詞
編
」
に
つ

い
て
、
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◎
＝
初
版
に
も
新
版
に
も
載
せ
る
も
の

○
＝
そ
の
一
方
に
の
み
載
せ
る
も
の

講
談
／
昭
和

講
談
＝
『
講
談
倶
楽
部
』
昭
和
九
年
八
月
号
附
録
『
明
治
・
大
正
・
昭
和

流
行
歌
民
謡
全
集
』
と
『
婦
人
倶
楽
部
』
昭
和
一
一
年
新
年
号
附
録

『
童
謡
・
唱
歌
・
流
行
歌
全
集
』
と
を
検
し
て
大
正
末
ま
で
に
つ
い
て
、

◎
＝
こ
の
両
方
に
載
せ
る
も
の
　
　
○
＝
こ
の
一
方
に
載
せ
る
も
の

昭
和
＝
『
昭
和
の
流
行
歌
集
』（
ビ
ク
タ
ー
音
楽
出
版
・
昭
六
三
、
ビ
ク
タ

ー
以
外
の
レ
コ
ー
ド
会
社
が
製
作
・
発
売
し
た
も
の
も
収
め
て
い
る
）

と
『
精
選
盤
　
昭
和
の
流
行
歌
　
歌
詞
集
』（
日
本
音
楽
教
育
セ
ン
タ

ー
・﹇
平
元
﹈）
と
に
つ
い
て
、

◎
＝
こ
の
両
方
に
載
せ
る
も
の
　
　
○
＝
こ
の
一
方
に
載
せ
る
も
の

時
雨
歌
謡
集
＝
時
雨
音
羽
編
著
『
日
本
歌
謡
集
』（
現
代
教
養
文
庫
、
初
版

昭
三
七
、
増
補
版
昭
四
三
）
に
つ
い
て
、

◎
＝
初
版
・
増
補
版
の
両
方
に
載
せ
る
も
の
（
両
版
の
共
通
部
分
に
は
変

動
な
く
、
ま
た
増
補
版
の
増
補
部
分
に
は
今
回
該
当
す
る
も
の
は
無
か
っ

た
）

さ
す
ら
い
＝
前
述
の
『
流
れ
者
歌
謡
考
』
の
一
章
「
さ
す
ら
い
の
歌
」
に

◎
＝
歌
詞
（
そ
の
一
節
だ
け
で
も
）
を
改
行
し
て
示
す
も
の

○
＝
歌
詞
の
一
句
だ
け
を
行
追
込
み
で
引
用
す
る
も
の

20
C
D
＝
『
20
世
紀
日
本
の
歌
　
別
冊
解
説
書
』（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
・﹇
平

三
﹈）
と
『
20
世
紀
に
っ
ぽ
ん
の
歌
』（「
想
い
出
の
戦
前
・
戦
中
歌
謡
大

全
集
」「
懐
か
し
の
戦
後
歌
謡
大
全
集
」「
黄
金
の
ヒ
ッ
ト
歌
謡
大
全
集
」

「
昭
和
の
有
終
を
か
ざ
る
　
ゴ
ー
ル
デ
ン
歌
謡
大
全
集
」
の
各
別
冊
解
説

書
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
・﹇
二
〇
〇
一
﹈）
と
に
つ
い
て
、

◎
＝
こ
の
両
方
に
載
せ
る
も
の
　
　
○
＝
こ
の
一
方
に
載
せ
る
も
の

で
あ
る
。

最
後
に
「
備
考
」
に
は
、
そ
の
曲
に
関
す
る
こ
と
ま
た
は
そ
の
年
ま
た
は
近
年

の
重
要
な
出
来
事
（
岩
波
書
店
の
『
近
代
日
本
総
合
年
表
　
第
三
版
』
と
毎
日
新

聞
社
の
『
昭
和
史
全
記
録
』
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
）
を
記
し
た
。
そ
の
場
合
、

そ
の
曲
ま
た
は
歌
謡
界
に
関
す
る
こ
と
は
欄
の
左
寄
せ
に
、
政
治
・
社
会
の
事
件

は
半
字
下
げ
て
、
掲
げ
た
。
な
お
、
そ
の
行
の
年
で
な
い
も
の
は
初
め
に
そ
の
年

（
同
じ
年
号
の
中
で
は
年
号
を
省
略
）
を
記
し
た
。

表
の
全
体
に
亙
る
横
破
線
は
時
代
の
切
れ
目
を
、
欄
の
途
中
の
破
線
ま
た
は
太

線
は
、
各
歌
謡
集
の
カ
バ
ー
す
る
年
代
の
終
り
を
示
す
。

二

蛇
足
な
が
ら
断
っ
て
お
く
が
、
放
浪
・
漂
泊
は
旅
や
旅
行
の
下
位
概
念
で
は
あ

っ
て
も
同
義
で
は
な
い
。
前
記
新
藤
謙
の
「
さ
す
ら
い
の
歌
」
に
、「
さ
す
ら
い
と

は
、
行
方
し
れ
な
い
、
あ
て
ど
な
い
ひ
と
り
旅
で
あ
る
」
と
言
う
通
り
で
―
―
尤

も
、
稀
に
は
「
昭
和
枯
れ
す
す
き
」（
昭
四
九
）
や
「
矢
切
の
渡
し
」（
昭
五
一
初

発
売
）
の
よ
う
に
、
二
人
で
駆
け
落
ち
と
い
う
こ
と
も
あ
る
―
―
従
っ
て
こ
の
表

か
ら
は
、
架
空
旅
行
と
も
言
う
べ
き
「
鉄
道
唱
歌
」（
明
三
三
）
や
地
名
列
挙
に
ウ

エ
イ
ト
が
あ
る
「
い
い
湯
だ
な
」（
昭
四
一
）「
盛
り
場
ブ
ル
ー
ス
」（
昭
四
三
）

(3)



「
港
町
ブ
ル
ー
ス
」（
昭
四
四
）
は
も
ち
ろ
ん
、「
高
原
列
車
は
行
く
」（
昭
二
九
）

「
修
学
旅
行
」（
昭
三
八
）
の
よ
う
な
単
な
る
旅
・
旅
行
の
歌
は
省
い
た
。

ま
た
、
旅
先
で
抱
く
特
殊
な
感
情
の
①
旅
愁
（
そ
れ
が
多
分
に
日
本
人
独
特
で

あ
る
こ
と
も
、
注
1
所
掲
拙
稿
に
述
べ
た
）
や
②
望
郷
の
念
は
、
放
浪
の
旅
で
特

に
強
い
こ
と
も
事
実
だ
が
、
そ
れ
ら
を
基
準
に
表
を
作
る
こ
と
は
せ
ず
、
従
っ
て

①
の
「
高
原
の
旅
愁
」（
昭
一
五
）
と
か
②
の
唱
歌
「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）」（
大

三
）
や
「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」（
昭
一
五
）「
白
い
花
の
咲
く
こ
ろ
」（
昭
二

五
）「
ふ
る
さ
と
」（
山
口
洋
子
詞
、
昭
四
八
）
等
々
は
省
い
て
、
た
だ
そ
の
初
期

の
も
の
と
見
ら
れ
る
唱
歌
「
故
郷
の
空
」（
明
二
一
）
と
「
旅
愁
」（
明
四
〇
）
と

を
挙
げ
る
に
と
ど
め
た
。

更
に
、
③
帰
郷
、
④
離
郷
と
そ
の
裏
返
し
に
⑤
家
族
や
恋
人
が
故
郷
で
待
つ
モ

チ
ー
フ
、
旅
立
ち
の
⑥
惜
別
や
⑦
見
送
り
あ
る
い
は
⑧
見
送
ら
れ
る
別
れ
の
歌

（
注
5
）

に
も
、「
棄
て
て
別
れ
た
故
郷
の
月
に
」（
勘
太
郎
月
夜
唄
）「
行
く
か
は
る
ば
る
流

れ
の
旅
路
」（
流
れ
の
旅
路
）
の
よ
う
に
放
浪
を
示
す
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
明

示
し
な
い
も
の
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
③
に
当
る
「
故
郷
の
廃
家
」

（
明
四
〇
）「
か
え
り
船
」（
昭
二
一
）、
④
の
「
故
郷
を
離
る
る
歌
」（
大
三
）「
別

れ
の
一
本
杉
」（
昭
三
〇
）
な
ど
と
そ
れ
に
準
ず
る
「
小
樽
の
ひ
と
よ
」（
昭
四
二
）、

⑤
に
属
す
る
「
リ
ン
ゴ
村
か
ら
」（
昭
三
一
）「
早
く
帰
っ
て
コ
」（
昭
三
一
）「
釜

山
港
へ
帰
れ
」（
昭
五
八
）
な
ど
、
⑥
の
「
別
れ
（
ム
シ
デ
ン
）」（
戦
前
戦
後
学

生
・
若
者
に
愛
唱
さ
れ
た
）「
惜
別
の
歌
」（
昭
三
六
発
売
）
や
⑦
の
「
出
船
」（
昭

三
）「
明
日
は
お
立
ち
か
」（
昭
一
七
）「
赤
い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
」（
昭
二
七
）「
俺

は
待
っ
て
る
ぜ
」（
昭
五
二
）、
ま
た
⑧
で
は
「
高
原
の
駅
よ
さ
よ
う
な
ら
」（
昭
二

六
）「
哀
愁
列
車
」（
昭
三
一
）
等
々
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
・
山
歩
き
は
日
常
か
ら
解
放
さ
れ
る

点
で
放
浪
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
特
に
い
わ
ゆ
る
「
山
の
歌
」
に
は
放

浪
・
さ
す
ら
い
を
仄
め
か
す
も
の
も
多
い
（「
放
浪
（
彷
浪
）
の
歌
」
と
題
し

て

人
の
浮
世
の
見
栄
を
捨
て
／
…
く
た
び
れ
休
め
に
山
を
見
て
／
腹
が
へ
っ
た

ら
ま
た
歩
け
」
と
歌
う
も
の
が
昭
和
三
〇
年
代
の
山
の
歌
集
類
に
見
え
る
）
が
、

そ
れ
が
一
時
的
な
も
の
で
帰
る
わ
が
家
を
有
す
る
点
、
本
来
の
放
浪
と
は
根
本
的

に
異
な
る
の
で
、

来
れ
や
友
よ
打
ち
つ
れ
て
／
愉
快
に
今
日
は
散
歩
せ
ん
／
日

は
暖
か
く
雲
は
れ
て
／
け
し
き
勝
（
す
ぐ
）
れ
て
よ
き
野
辺
に
」
と
歌
い
出
す

（
こ
れ
は
「
春
」
の
第
一
節
、
以
下
「
冬
」
ま
で
計
五
〇
節
か
ら
成
る
）
初
期
の

「
散
歩
唱
歌
」（
明
三
四
、
こ
の
「
散
歩
」
は
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
に
近
い
）
と

俺

た
ち
ゃ
町
に
は
住
め
な
い
か
ら
に
／
…
今
日
も
行
こ
う
よ
あ
の
峯
越
え
て
」
と
歌

う
（
そ
れ
で
も
最
後
に
は
山
に
別
れ
を
告
げ
て
下
界
へ
下
る
）「
雪
山
讃
歌
」（
昭

二
六
発
売
）
と
を
拾
う
に
と
ど
め
、「
丘
を
越
え
て
」（
昭
六
）「
山
の
人
気
者
」

（
昭
八
）「
山
小
舎
の
灯
」（
昭
二
二
）「
夏
の
思
い
出
」（
昭
二
四
）
の
類
は
省
い

た
。

山
の
け
む
り
を
慕
い
つ
つ
／
…
遠
き
前
途
（
ゆ
く
て
）
に
ほ
の
ぼ
の
と
／

緑
う
れ
し
や
地
平
線
」
と
歌
う
「
緑
の
地
平
線
」（
昭
一
〇
）
や

父
も
夢
見
た

母
も
見
た
／
旅
路
の
は
て
の
そ
の
涯
の
／
青
い
山
脈
み
ど
り
の
谷
へ
／
旅
を
ゆ
く

…
」
と
歌
う
「
青
い
山
脈
」（
昭
二
四
）、「
死
ぬ
気
に
な
れ
ば
ふ
た
り
と
も
／
霞
の

彼
方
に
行
か
れ
た
も
の
を
」
と
言
う
「
赤
い
ハ
ン
カ
チ
」（
昭
三
七
）
の
よ
う
な
、

言
わ
ば
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
放
浪
の
歌
や
、
信
州
な
ど
の
高
原
を
舞
台
に
憧
れ
や
旅
愁

ま
た
は
失
恋
を
歌
う
「
女
の
階
級
」（
昭
一
一
）「
月
よ
り
の
使
者
」（
昭
二
四
）
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「
奥
飛
騨
慕
情
」（
昭
五
五
発
売
）
な
ど
も
、
放
浪
・
漂
泊
を
歌
っ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
の
で
、
割
愛
し
た
。

も
う
一
つ
、
輸
入
さ
れ
て
歌
わ
れ
始
め
た
時
期
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
こ
の
表
に
入
れ
な
か
っ
た
も
の
に
、
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
「
流
浪
の
民
」

（
元
来
四
重
唱
曲
、
通
例
混
声
四
部
合
唱
、
時
に
女
声
三
部
合
唱
曲
）
が
あ
る
。
原

詞
は
ガ
イ
ベ
ル
、

山
毛
欅
（
ぶ
な
）
の
森
の
葉
隠
れ
に
」
で
始
ま
る
石
倉
小
三

郎
の
名
訳
で
、
少
な
く
と
も
大
正
以
来
女
学
生
に
愛
好
さ
れ
、
今
も
時
に
聞
く
が
、

右
の
年
代
の
問
題
の
他
に
歌
詞
が
一
種
の
バ
ラ
ー
ド
で
、
以
下
に
問
題
と
す
る
抒

情
的
な
も
の
と
は
相
違
し
、
こ
の
表
に
載
せ
な
く
て
も
支
障
は
な
い
。

三

こ
の
表
に
よ
っ
て
改
め
て
気
づ
く
こ
と
は
、
日
本
文
学
に
は
「
伊
勢
物
語
」
以

来
小
町
・
西
行
伝
説
な
ど
放
浪
の
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
も
の
も
多
く
、
近
現
代
に

も
中
里
介
山
の
「
大
菩
薩
峠
」
や
林
芙
美
子
の
「
放
浪
記
」、
岡
本
か
の
子
の
「
東

海
道
五
十
三
次
」
の
よ
う
に
主
人
公
が
放
浪
を
続
け
る
も
の
が
あ
り
、
た
ま
た
ま

最
近
入
手
し
た
画
家
茂
田
井
武
の
『
じ
ぷ
し
い
絵
日
記
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
放
浪
す

る
』（
昭
和
五
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
放
浪
絵
日
記
、
一
部
は
『
大
衆
文
芸
』
昭
一
六
・

七
〜
一
一
、
二
八
・
一
二
に
発
表
、
も
た
い
た
け
し
文
庫
5
、
ト
ム
ズ
ボ
ッ
ク

ス
・
一
九
九
八
）
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
明
治
の
詩
歌
で
は
牧
水
・
啄
木
の
よ

う
に
多
分
に
放
浪
の
歌
人
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
若
き
日
に
漂
泊
を
体
験
し

て
自
身
の
生
涯
を
旅
に
よ
そ
え
た
藤
村
の
「
道
な
き
今
の
身
な
れ
ば
か
／
わ
れ
は

道
な
き
野
を
し
た
ひ
／
思
ひ
乱
れ
て
み
ち
の
く
の
／
宮
城
野
に
ま
で
迷
ひ
来
ぬ
」

（『
若
菜
集
』
所
収
「
草
枕
」）、「
蓆
戸
に
／
秋
風
吹
い
て
／
河
添
の
旅
籠
屋
さ
び

し
」
で
始
ま
る
伊
良
子
清
白
の
名
篇
「
漂
泊
」（『
孔
雀
船
』
所
収
）
の
よ
う
な
例

も
あ
る
が
、
歌
謡
の
世
界
で
は
、
放
浪
漂
泊
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
も
の
の
出
現
は

遅
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

前
に
も
断
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
に
若
干
関
係
あ
る
テ
ー
マ
・
モ
チ
ー
フ
の
も
の

も
拾
っ
た
こ
の
表
で
見
て
も
、
明
治
時
代
に
は
放
浪
漂
泊
を
歌
っ
た
も
の
は（注

6
）
無
い

が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
に
大
和
田
建
樹
の
詩
を
つ
け
た
「
故
郷
の
空
」
は
、

故
郷
を
持
つ
人
々
の
心
情
に
訴
え
て
長
く
愛
唱
さ
れ
て
き
た

（
注
7
）し
、

阿
蘇
の
山
里

秋
深
け
て
／
眺
寂
し
き
夕
ま
ぐ
れ
／
い
づ
こ
の
寺
の
鐘
な
ら
ん
／
諸
行
無
常
と
告

げ
わ
た
る
」
と
歌
い
出
す
三
章
五
百
五
十
余
行
の
長
詩
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
は
、

哀
愁
を
帯
び
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
（「
賽
の
河
原
地
蔵
和
讚
」
の
転
訛
と
も
聞
え
る
）
を

二
行
ご
と
に
繰
り
返
し
て
歌
わ
れ
た
（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
に
「
世
人
の
多

く
愛
唱
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
」
と
あ
る
）
が
、
狩
に
出
た
ま
ま
帰
ら
ぬ
父
を
尋

ね
歩
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
艱
難
辛
苦
に
逢
う
物
語
も
、
放
浪
と
は
言
い
が
た
い
。

次
の
「
道
は
六
百
八
十
里
」
は
軍
歌
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
日
清
戦
争
直
前
の

作
だ
が
、
単
調
な
繰
り
返
し
の
旋
律
が
行
進
に
適
し
た
た
め
、
軍
隊
で
は
長
く
歌

わ
れ
、
昭
和
十
年
代
前
半
に
は
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
も
近
か
っ
た
が
、
も
と
よ
り
従

軍
は
放
浪
で
は
な
い
。
し
か
し
応
召
し
て
現
地
で
明
日
を
も
知
ら
ず
転
戦
す
る
兵

士
の
立
場
に
は
、
非
礼
を
承
知
で
言
え
ば
放
浪
や
流
転
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、

昭
和
以
降
の
戦
時
歌
謡
に
は
、「
討
匪
行
」（
昭
七
）、「
涯
な
き
泥
濘
（
ぬ
か
る
み
）」

（
昭
一
三
）、「
麦
と
兵
隊
」（
昭
一
三
）、「
あ
あ
草
枕
幾
度
ぞ
」（
昭
一
六
）
な
ど
が

思
い
出
さ
れ
、
北
満
な
ど
の
国
境
警
備
の
歌
も
、
昭
和
一
〇
年
代
に
い
く
つ
か
作
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ら
れ
た
。
明
治
の
残
る
二
曲
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
。

大
正
期
に
入
る
と
、
よ
う
や
く
「
さ
す
ら
い
」
の
境
遇
を
歌
う
も
の
が
現
れ
る

が
、
そ
れ
も
前
半
は
独
立
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
翻
訳
劇
の
劇
中
歌
で

あ
っ
た
。
表
に
示
す
「
恋
の
鳥
」
ま
で
の
四
つ
は
、
い
ず
れ
も
島
村
抱
月
の
芸
術

座
の
「
復
活
」（
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
）、「
生
け
る
屍
」（
同
）、「
沈
鐘
」（
ハ
ウ
プ
ト

マ
ン
原
作
）、「
カ
ル
メ
ン
」（
メ
リ
メ
原
作
）
の
劇
中
歌
で
、
そ
の
最
初
の
「
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」

（
注
8
）（
一
名
「
復
活
唱
歌
」、
島
村
抱
月
・
相
馬
御
風
作
詞
）
は
、
原

作
の
小
説
を
五
幕
に
脚
色
し
た
も
の

（
注
9
）（
大
正
三
年
新
潮
社
刊
本
と
版
型
を
改
め
た

同
一
〇
年
三
版
、
大
正
八
年
天
佑
社
版
『
抱
月
全
集
』
と
後
者
の
組
版
だ
け
を
改

め
た
昭
和
四
年
博
文
館
版
全
集
所
収
本
が
あ
る
）
の
第
一
・
四
幕
で
、
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
に
扮
し
た
松
井
須
磨
子
が
歌
っ
た
も
の

（
注
10
）、
次
の
「
さ
す
ら
い
の
唄
」（
北
原

白
秋
作
詞
）
は
原
作
の
戯
曲
「
生
け
る
屍
」（
全
六
幕
）
を
川
村
花
菱

（
注
11
）が
再
脚
色

し
た
も
の
（
戦
前
版
『
世
界
音
楽
全
集
』
19
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
流
行
歌
曲
集
」

の
堀
内
敬
三
解
説
や
注
10
所
掲
『
随
筆
・
松
井
須
磨
子
』
等
に
よ
る
。
但
し
そ
の

本
文
は
管
見
に
入
ら
な
い
）
で
、
同
く
須
磨
子
が
、
妻
子
に
累
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
と
自
殺
ま
で
考
え
る
飲
ん
だ
く
れ
の
主
人
公
フ
ェ
ー
ジ
ャ
に
、
偽
装
入
水
を

勧
め
て
遠
く
へ
駆
け
落
ち
を
提
案
す
る
愛
人
の
ジ
プ
シ
ー
女
マ
ー
シ
ャ
に
扮
し
て

歌
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
注
12
）。
ト
ル
ス
ト
イ
の
原
作
で
言
う
と
、
第
四
巻
第
一
場
の
幕

切
れ
に
当
る
。

白
秋
は
、
こ
の
劇
（
生
け
る
屍
）
の
稽
古
を
見
た
と
き
の
こ
と
を
回
想
し
て
、

（
前
略
）
舞
台
で
は
須
磨
子
の
ジ
プ
シ
イ
の
女
が
マ
ン
ド
リ
ン
に
見
す
ぼ
ら

し
い
肩
掛
姿
で
、
私
の
作
っ
た
『
さ
す
ら
ひ
の
唄
』
を
歌
つ
て
ゐ
た
。
其
処

に
は
西
伯
利
亜
の
荒
涼
と
し
た
曠
野
の
中
を
生
け
る
屍
に
な
つ
た
男
と
あ
て

も
な
く
さ
す
ら
つ
て
行
く
幌
馬
車
の
生
活
が
痛
々
し
く
展
開
さ
れ
つ
ゝ
あ
つ

た
。（
後
略
、
昭
一
〇
刊
『
き
ょ
ろ
ろ
鴬
』
所
収
「
あ
る
思
出
（
二
月
）」、

岩
波
版
全
集
22
、
岩
波
文
庫
『
白
秋
愛
唱
歌
集
』
に
も
引
く
）

と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
で
舞
台
の
大
凡
が
分
る
。
ま
た
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」

の
楽
譜
の
出
版
の
際
に
抱
月
は
、

こ
の
唄
を
う
た
う
人
は
、
雪
の
消
え
か
か
っ
た
ロ
シ
ア
の
広
野
に
生
命
の
よ

う
に
う
ね
り
流
れ
る
一
筋
の
川
と
、
静
か
に
そ
の
上
に
照
っ
て
い
る
早
春
の

月
影
と
を
想
い
た
ま
え
。
そ
の
中
に
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
恋
と
運
命
は
あ
っ
た

の
で
す
。

と
書
い
て
い
る
と
い
う
（
注
9
の
終
近
く
に
挙
げ
た
『
定
本
・
中
山
晋
平
』）。
こ

れ
で
、
流
刑
（「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
に
は

広
い
野
原
を
と
ぼ
と
ぼ
と
　
独

り
出
て
行
く
ラ
ラ
明
日
の
旅
」
と
あ
る
）
に
せ
よ
駆
け
落
ち
（「
さ
す
ら
い
の
唄
」

に
は

遠
い
燈
火
（
あ
か
り
）
も
ち
ら
ち
ら
と
…
明
日
の
旅
路
が
な
い
じ
ゃ
な

し
」

燃
ゆ
る
思
い
を
荒
野
に
さ
ら
し
…
街
の
酒
場
は
ま
だ
遠
し
」
な
ど
と
あ

る
）
に
せ
よ
、
荒
野
を
放
浪
す
る
場
面
と
し
て
抱
月
が
設
定
し
人
々
が
イ
メ
ー
ジ

し
た
情
景
が
、
か
な
り
具
体
的
に
分
る
。
そ
し
て
以
後
、
場
面
を
示
す
「
曠
野
」

や
「
荒
れ
野
」（「
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
鈴
」
等
の
砂
漠
も
同
じ
）
と
そ
こ
を
行
く
「
幌

馬
車
」（
砂
漠
で
は
駱
駝
）
を
、
そ
れ
ら
は
確
か
に
現
実
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
主
に
大
陸
を
舞
台
と
す
る
「
さ
す
ら
い
」
の
歌
謡

が
、
次
々
と
作
ら
れ
た

（
注
13
）。

「
旅
人
の
唄
」（
昭
三
レ
コ
ー
ド
・
野
口
雨
情
、
こ
れ
も
大
正
一
二
年
舞
台
協
会
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が
上
演
し
た
「
復
活
」
の
劇
中
歌
）
や
「
夕
日
は
落
ち
て
」
も
そ
の
よ
く
歌
わ
れ

た
例
で
あ
る
が
、
そ
の
初
期
の
傑
作
が
「
急
げ
幌
馬
車
」
や
「
国
境
の
町
」
で
あ

る
。
前
者
の
一
番
に

日
暮
れ
悲
し
や
　
荒
野
は
遥
か
／
急
げ
幌
馬
車
　
鈴
の
音

だ
よ
り
／
ど
う
せ
気
ま
ぐ
れ
　
さ
す
ら
い
者
よ
／
山
は
黄
昏
　
旅
の
空
」
と
歌
う

舞
台
設
定
（
大
陸
と
明
示
し
て
は
い
な
い
）
や
モ
チ
ー
フ
は
、「
さ
す
ら
い
」
歌
謡

の
典
型
を
示
し
て
お
り
、

一
つ
山
越
し
ゃ
　
他
国
の
星
が
／
凍
り
つ
く
よ
な

国
境
（
く
に
ざ
か
い
）」
と
歌
う
「
国
境
の
町
」
も
詞
曲
共
に
傑
作
で
、
こ
れ
に
影

響
さ
れ
て
「
北
の
国
境
線
」（
昭
一
〇
）「
国
境
の
春
」（
昭
一
四
）
や
「
満
州
想
え

ば
」（
昭
一
一
）
そ
の
他
多
く
の
国
境
も
の
・
満
州
も
の
が
現
れ
た
（
そ
の
い
く
つ

か
は
国
境
警
備
を
扱
い
、
さ
す
ら
い
歌
謡
で
は
な
い
）。

「
さ
す
ら
い
の
唄
」
に
出
る
（
前
引
の
よ
う
に
実
際
舞
台
に
示
さ
れ
た
）
幌
馬

車
は
、
昭
和
に
入
る
と
（
荷
馬
車
は
戦
前
ま
で
は
都
会
で
も
見
た
が
乗
合
馬
車
は
）

身
の
回
り
か
ら
遠
く
な
っ
た

（
注
14
）が
、
大
陸
で
は
身
近
で
あ
っ
た
の
か
、
昭
和
の
大
陸

物
歌
謡
に
、
題
名
に
入
れ
た
も
の
だ
け
で
も
「
急
げ
幌
馬
車
」
の
他
「
幌
馬
車
の

唄
」（
昭
九
）「
国
境
の
幌
馬
車
」（
昭
一
四
）
な
ど
が
あ
り
、
歌
詞
に
幌
馬
車
を
歌

っ
た
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る

（
注
15
）。
そ
し
て
そ
れ
を
挽
く
に
せ
よ
単
騎
に
せ
よ
、
さ
す

ら
い
の
旅
を
共
に
す
る
馬
を
「
黒
馬
（
あ
お
）」
と
す
る
の
も
、
以
後
の
歌
謡
に
受

け
継
が
れ
る
。
例
え
ば
「
夕
日
は
落
ち
て
」
の
一
番
に

荒
野
の
涯
に
　
日
は
落

ち
て
／
遥
か
ま
た
た
く
　
一
つ
星
／
故
郷
す
て
た
　
旅
ゆ
え
に
／
い
と
し
の
黒
馬

よ
　
さ
み
し
か
ろ
」
と
あ
り
、
五
番
に
「
休
め
よ
黒
馬
よ
　
今
し
ば
し
／
…
／
恋

し
い
人
が
　
待
つ
じ
ゃ
な
し
」（「
さ
す
ら
い
の
唄
」
に
影
響
を
受
け
て
い
る
）
と

あ
る
。「
黒
馬
（
あ
お
）」
は
も
ち
ろ
ん
古
く
か
ら
黒
毛
の
馬
（
時
に
は
馬
一
般
）

の
称
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
よ
う
な
馬
を
飼
主
が
呼
ぶ
愛
称
（
例
、
塩
原
多
助
の

馬
）
で
も
あ
る
が
、
大
陸
放
浪
の
歌
に
お
け
る
頻
出
は
、
白
秋
の
影
響
に
違
い
な

い
。

四

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
復
活
」
に
し
て
も
「
生
け
る
屍
」
に
し

て
も
、
原
作
の
中
で
は
主
人
公
の
放
浪
は
さ
ほ
ど
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
は
な
い
に

拘
ら
ず
、
抱
月
が
原
作
の
中
か
ら
特
に
こ
れ
ら
の
歌
を
挿
入
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、

言
い
換
え
れ
ば
主
人
公
が
放
浪
を
決
意
し
て
い
る
（
少
な
く
と
も
観
客
に
そ
れ
を

予
想
さ
せ
る
）
場
面
を
選
び
（「
復
活
」
の
場
合
は
フ
ラ
ン
ス
語
脚
色
に
示
唆
を
得

て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
別
稿
に
述
べ
る
）、
そ
こ
に
右
の
よ
う
な
劇
中
歌
を
入
れ
た

と
い
う
脚
色
と
、
そ
れ
を
歓
迎
し
た
観
客
、
更
に
は
舞
台
も
見
ず
に
こ
れ
ら
の
歌

の
歌
詞
か
ら
情
景
を
想
像
し
て
楽
し
ん
だ
一
般
民
衆
の
、
放
浪
憧
憬
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
翻
訳
劇
の
劇
中
歌
（
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
新
体
詩
型
の
定
型
詩
で
あ
っ

た
）
と
い
う
も
の
を
契
機
に
、
日
本
人
の
放
浪
漂
泊
志
向
が
歌
謡
の
世
界
に
も
登

場
し
て
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
に
至
る
歌
謡
史
の
一
角
に
確
た
る
地
位
を
占
め
る

の
で
あ
る
。

独
立
歌
謡
と
し
て
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
後
に
ふ
れ
る
「
船
頭
小
唄
」
を

別
と
す
れ
ば
、「
流
浪
の
旅
」（
後
藤
紫
雲
詞
・
宮
島
郁
芳
曲
）
で
あ
っ
た
。「
船
頭

小
唄
」
同
様
演
歌
師
に
よ
っ
て
弘
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

流
れ
流
れ
て

落
ち
ゆ
く
先
は
／
北
は
シ
ベ
リ
ヤ
　
南
は
ジ
ャ
バ
よ
」
と
い
う
歌
い
出
し

（
注
16
）に
は

「
復
活
」「
生
け
る
屍
」
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
（
大
七
〜
八
）
な
ど
で
生
じ
た
シ
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ベ
リ
ア
へ
の
関
心
も
あ
ろ
う
が
、
三
番
の

町
の
工
場
の
　
汽
笛
も
や
み
て
」
と

併
せ
考
え
る
と
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
が
、
こ
の
歌
の
流
行
の
背
景
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
最
後
の
四
番
で

思
え
ば
哀
れ
　
二
八
の
春
に
／
親
の
み
胸
を
　
離

れ
来
て
よ
り
／
過
ぎ
越
し
方
を
　
思
え
ば
わ
れ
は
／
遠
き
故
郷
の
　
み
空
ぞ
恋
し
」

と
、
望
郷
の
念
を
洩
ら
す
の
も
、
放
浪
歌
謡
の
一
定
型
で
あ
る
。

昭
和
に
入
っ
て
、
新
し
い
種
類
の
放
浪
歌
謡
が
現
れ
る
。「
沓
掛
小
唄
」
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
谷
川
伸
の
戯
曲
「
沓
掛
時
次
郎
」

（
注
17
）（
昭
三
作
・
発
表
、
同
年

上
演
）
を
映
画
化
（
同
名
、
昭
四
）
し
た
も
の
の
主
題
歌
で
、
映
画
は
行
き
が
か

り
か
ら
斬
っ
て
し
ま
っ
た
博
徒
の
妻
と
幼
児
を
連
れ
て
旅
に
出
る
時
次
郎
の
苦
難

（
原
作
で
は
中
仙
道
熊
谷
の
宿
の
外
れ
ま
で
、
歌
に
は

浅
間
三
筋
の
　
煙
り
の

下
で
」
と
あ
る
）
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
映
画
と
歌
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
「
股
旅
物
」

（
注
18
）の
元
祖
で
、
平
岡
正
明
は
『
大
歌
謡
論
』（
第
八
章
　
昭
和

初
年
流
行
歌
論
）
で
「
昭
和
三
年
の
十
二
月
、
沢
田
正
二
郎
が
帝
劇
で
初
演
し
た

「
沓
掛
時
次
郎
」
が
股
旅
元
年
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
（
た
だ
、
そ
の
直
前
に
昭

和
九
年
の
「
赤
城
の
子
守
唄
」
を
「
股
旅
も
の
歌
謡
曲
第
一
作
」
と
し
て
い
る
の

は
非
）。

こ
れ
に
続
い
て
、
平
岡
も
言
う
よ
う
に
「
股
旅
物
に
い
い
歌
が
輩
出
す
る
」。

「
侍
ニ
ッ
ポ
ン
」（
郡
司
次
郎
正
原
作
）「
赤
城
の
子
守
唄
」
か
ら
昭
和
一
〇
年
代
に

は
「
旅
笠
道
中
」「
妻
恋
道
中
」「
流
転
」「
名
月
赤
城
山
」「
大
利
根
月
夜
」
な
ど

表
に
示
す
通
り
で
、
大
戦
末
期
の
「
勘
太
郎
月
夜
唄
」

（
注
19
）に
至
る
。
戦
後
暫
く
は
封

建
道
徳
や
仇
討
ち
・
剣
戟
の
芸
能
を
禁
止
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
で
股
旅
物
も

鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
が
、「
上
州
鴉
」（
昭
二
六
映
画
・
歌
）
の
頃
か
ら
そ
の
制

約
も
な
く
な
り
、「
伊
豆
の
佐
太
郎
」「
雪
の
渡
り
鳥
」（
こ
れ
も
長
谷
川
伸
原
作
）

「
大
利
根
無
情
」
等
の
名
歌
が
出
た
が
、
こ
の
流
れ
も
「
潮
来
笠
」
や
「
子
連
れ

狼
」
あ
た
り
で
終
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
時
代
劇
特
に
い
わ
ゆ
る
「
ま
げ
物
」
は
、

テ
レ
ビ
時
代
に
入
っ
て
も
「
忠
臣
蔵
」「
水
戸
黄
門
」「
新
撰
組
」
な
ど
、
次
々
に

作
ら
れ
作
り
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代
の
テ
ン
ポ
が
主
人
公
の
放
浪
に
耳
を
傾

け
る
余
裕
を
失
わ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
尤
も
、
近
年
「
箱
根
八
里
の
半
次

郎
」
を
出
し
た
氷
川
き
よ
し
は
そ
の
後
「
大
井
追
っ
か
け
音
次
郎
」、
最
近
も
「
番

場
の
忠
太
郎
」
と
題
す
る
演
歌
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
近
年
「
股
旅
任
侠
」

「
股
旅
演
歌
の
世
界
」
な
ど
と
題
し
て
ど
ち
ら
も
「
沓
掛
小
唄
」
か
ら
「
箱
根
八
里

の
半
次
郎
」
に
至
る
一
〇
〇
曲
前
後
を
収
め
た
C
D
セ
ッ
ト
も
通
販
誌
に
見
え
て

い
て
、
こ
の
分
野
の
人
気
は
衰
え
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い

（
注
20
）。

股
旅
歌
謡
で
は
な
い
、
言
わ
ば
現
代
物
の
歌
謡
で
放
浪
を
題
材
と
し
た
も
の
も
、

「
流
浪
の
旅
」
以
後
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
途
切
れ
ず
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
表

に
見
る
通
り
で
あ
る
が
、
先
ず
「
範
疇
」
を
空
欄
に
し
た
も
の
（
つ
ま
り
特
に
理

由
・
限
定
の
な
い
放
浪
）
に
つ
い
て
大
ま
か
に
言
う
と
、
戦
前
に
は
「
涙
の
渡
り

鳥
」（

な
つ
か
し
い
　
故
郷
﹇
ふ
る
さ
と
﹈
の
空
は
遠
い
」
と
あ
る
）「
山
は
夕

焼
」（

遠
い
遥
か
な
　
ふ
る
里
偲
び
ゃ
」
と
あ
る
）「
湖
底
の
故
郷
」（

い
ず

こ
に
求
む
　
故
郷
よ
」
と
歌
う
）
な
ど
、
多
く
望
郷
の
念
（
最
後
者
の
場
合
は
故

郷
を
奪
わ
れ
た
嘆
き
）
を
歌
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
戦
後
は
「
流
れ
の
船
唄
」

「
ギ
タ
ー
を
持
っ
た
渡
り
鳥
」（

ど
こ
も
俺
に
は
ふ
る
さ
と
さ
」
と
あ
る
）「
遠

く
へ
行
き
た
い
」「
東
京
流
れ
者
」
の
よ
う
に
、
全
く
そ
れ
を
見
せ
な
い
も
の
が
多

く
な
る
が
、
そ
れ
は
放
浪
の
動
機
の
差
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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戦
前
の
歌
謡
に
歌
わ
れ
た
放
浪
は
、「
心
と
ぼ
し
ゅ
て
」「
ひ
と
り
」「
枯
野
」

を
「
駒
」
で
行
く
「
野
分
の
唄
」
に
し
て
も
「
わ
た
し
ゃ
あ
て
な
い
　
旅
の
鳥
」

と
歌
う
「
涙
の
渡
り
鳥
」
に
し
て
も
、
場
面
や
語
彙
に
大
陸
物
や
股
旅
物
に
通
う

点
が
あ
り
、
主
人
公
に
は
運
命
づ
け
ら
れ
た
生
き
方
で
あ
っ
た
。
新
藤
の
前
記

「
さ
す
ら
い
の
歌
」
に
言
う
「
悲
劇
的
状
況
」
で
あ
る
。
ダ
ム
（
今
の
奥
多
摩
湖
）

建
設
の
た
め
に
「
幼
い
夢
の
揺
籃
（
ゆ
り
か
ご
）」
を
追
わ
れ
た
「
湖
底
の
故
郷
」

の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
戦
後
の
放
浪
に
は
、「
昭
和
枯
れ
す
す
き
」
の
よ
う
に
ど
う
に

も
生
き
て
行
け
な
く
な
っ
た
切
実
な
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
て
も
「
さ

す
ら
い
」「
北
帰
行
」（
こ
れ
は
戦
中
大
陸
で
の
作
）
の
よ
う
に
そ
れ
に
近
い
も
の

も
あ
る
が
、
多
く
は
「
ギ
タ
ー
を
持
っ
た
渡
り
鳥
」「
遠
く
へ
行
き
た
い
」「
希
望
」

の
よ
う
に
余
裕
の
あ
る
放
浪
で
あ
る
（「
希
望
」
な
ど
、
そ
れ
を
尋
ね
る
こ
と
自
体

が
一
種
の
贅
沢
で
あ
る
）。

そ
し
て
そ
の
放
浪
の
手
段
も
、
股
旅
物
は
も
ち
ろ
ん
、
右
に
ふ
れ
た
「
野
分
の

唄
」
や
「
ひ
と
り
と
ぼ
と
ぼ
」「
枯
野
を
辿
」
る
「
山
は
夕
焼
」
に
し
て
も
、
徒

歩
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
馬
・
馬
車
で
あ
る
が
、
昭
和
も
後
半
に
入
っ
て
は
、「
津

軽
海
峡
冬
景
色
」「
愛
の
終
着
駅
」「
函
館
本
線
」
の
よ
う
に
列
車
と
明
示
し
た
も

の
も
現
れ
、「
遠
く
へ
行
き
た
い
」
や
「
虹
色
の
湖
」
の
よ
う
に
交
通
手
段
を
示

さ
な
い
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
っ
た
先
で
の
放
浪
に
主
眼
が
あ
っ
て
、
そ

こ
へ
行
く
途
中
の
旅
は
歌
わ
れ
な
い
が
、
現
今
で
は
そ
れ
は
列
車
を
利
用
す
る
と
、

暗
黙
の
う
ち
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
別
れ
た
人
の
面
影
を
」
忘
れ
よ
う
と
来
た

旅
先
を
バ
ス
で
放
浪
す
る
「
夕
陽
の
丘
」
も
同
じ
で
あ
る
。
特
に
近
年
、
新
幹
線

や
長
距
離
バ
ス
の
交
通
網
が
発
達
し
、
旅
情
が
乏
し
く
な
る
と
と
も
に
、
一
般
に

旅
の
関
心
が
線
か
ら
点
へ
と
変
っ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
生
ん
だ
と

思
わ
れ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
失
恋
を
動
機
と
し
た
放
浪
の
歌
謡
が
戦
前
に
少
な
く
、
戦

後
も
昭
和
後
半
に
激
増
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
失
恋
は
股
旅
物
（

好
い
た

女
房
に
三
下
り
半
を
投
げ
て
」
と
い
う
「
妻
恋
道
中
」
や

今
も
な
お
思
い
切
れ

ず
に
残
る
未
練
」
を
歌
う
「
雪
の
渡
り
鳥
」
な
ど
は
そ
の
変
形
と
も
言
え
る
）
や

大
陸
物
（

別
れ
と
も
な
く
別
れ
て
き
た
が
」
と
い
う
「
急
げ
幌
馬
車
」
や

想

い
ば
か
り
が
た
だ
た
だ
燃
え
て
」
と
い
う
「
国
境
の
町
」
な
ど
失
恋
に
近
い
）
に

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
戦
前
に
は
純
粋
の
失
恋
放
浪
歌
は
、
長
く
愛
唱
さ
れ
て
い

る
「
湖
畔
の
宿
」
の
他
に
目
ぼ
し
い
も
の
は
無
い
。

と
こ
ろ
が
戦
後
に
な
る
と
、「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
と
言
っ
て
別
れ
る
「
啼
く

な
小
鳩
よ
」
は
失
恋
と
は
言
え
な
い
が
、「
初
恋
の
君
を
尋
ね
て
」「
ギ
タ
ー
つ
ま

び
く
」「
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
」
や
「
清
い
や
さ
し
い
眸
の
君
を
」
想
う
「
哀
愁
日

記
」
以
降
々
と
作
ら
れ
、「
湖
愁
」
や
「
夕
陽
の
丘
」
の
よ
う
な
名
曲
を
生
む
。
特

に
昭
和
四
〇
年
代
以
後
、
曲
調
も
演
歌
ば
か
り
で
な
く
「
旅
愁
」「
か
も
め
は
か
も

め
」
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
も
の
も
現
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
失
恋
に

は
か
つ
て
の
よ
う
な
血
を
吐
く
嘆
き
は
乏
し
く
（
こ
れ
は
す
で
に

山
の
ひ
と
夜

の
行
き
ず
り
の
／
愛
の
言
葉
を
忘
れ
か
ね
」
と
い
う
「
哀
愁
日
記
」
が
そ
う
で
あ

る
）、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
醒
め
た
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
。

あ
な
た
の
知
ら
な

い
人
と
ふ
た
り
で
」
旅
に
出
る
「
あ
ず
さ
2
号
」
が
失
恋
の
歌
か
ど
う
か
は
疑
問

だ
が
、「
ふ
た
り
で
」
出
る
放
浪
の
旅
や
、
心
中
を
仄
め
か
す
女
を
振
り
切
っ
て
出

(9)



な
が
ら

生
き
て
い
た
な
ら
　
い
つ
か
は
逢
え
る
」
と
呑
気
に
言
い
放
つ
「
み
ち

の
く
ひ
と
り
旅
」
の
心
境
は
、「
胸
の
痛
み
に
堪
え
か
ね
て
」「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
涙
」

を
こ
ぼ
す
「
湖
畔
の
宿
」
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。

五

こ
う
し
た
放
浪
の
質
と
そ
の
表
現
の
変
化
に
は
、
高
度
成
長
期
に
達
し
て
か
な

り
安
定
し
て
き
た
人
々
の
生
活

（
注
21
）や
、
何
事
に
も
徹
底
を
避
け
る
、
日
本
人
に
共
通

の
気
兼
ね
や
調
和
の
文
化
が
基
盤
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、

か
つ
て
は
歌
謡
に
歌
わ
れ
る
世
界
と
現
実
の
生
活
と
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
区

別
が
あ
っ
た
（
股
旅
物
な
ど
は
そ
の
極
端
な
例
）
の
に
対
し
て
、
近
年
の
「
現
代

物
」
歌
謡
は
歌
詞
も
現
代
散
文
風
に
な
り
、
テ
レ
ビ
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
を
見
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
あ
る
こ
と
も
、
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

文
字
通
り
の
さ
す
ら
い
の
旅
と
は
違
う
た
め
に
、
前
述
の
よ
う
に
表
の
範
疇
欄

に
「
職
」
と
し
た
「
船
頭
小
唄
」
や
「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」（
こ
の
二
つ
は
後
々
ま
で

特
に
愛
唱
さ
れ
た
）

（
注
22
）の
類
は
、
大
き
く
分
け
て
「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」「
越
後
獅
子
の

唄
」
の
よ
う
な
流
し
芸
人
を
歌
っ
た
も
の
と
「
船
頭
小
唄
」「
私
は
街
の
子
」
の
よ

う
な
宿
無
し
の
境
涯
を
歌
っ
た
も
の
と
に
な
る
が
、
特
に
後
者
は
「
ル
ン
ペ
ン
節
」

や
「
親
子
船
唄
」
な
ど
、
不
況
の
時
期
に
作
ら
れ
て
歌
わ
れ
、
景
気
の
回
復
と
と

も
に
忘
れ
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
、
当
然
な
が
ら
注
意
さ
れ
る
。

そ
の
こ
と
と
右
に
述
べ
た
放
浪
や
放
浪
歌
謡
の
変
質
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
高

度
成
長
期
を
迎
え
た
昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
放
浪
歌
謡
は
か
な
り
変
質
し
た
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。
音
楽
面
で
は
演
歌
調
に
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
加
わ
っ
た
こ

と
、
歌
詞
も
定
型
詩
に
対
し
て
非
定
型
の
も
の
が
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
一
つ
の
調
査
が
あ
る
。『
流
行
歌
史
』（
二
冊
本
以
降
）
も
着

目
し
て
い
る
が
、
水
谷
静
夫
「
流
行
歌
「
泣
く
・
花
・
恋
」
か
ら
「
…
て
い
る
・

泣
く
・
雨
」
へ
」（『
言
語
生
活
』
昭
三
四
・
四
）
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和

六
〜
一
一
年
（
仮
に
戦
前
と
し
て
お
く
）
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
六
七
曲
と
「
最
近
二

年
間
」
す
な
わ
ち
昭
和
三
二
・
三
三
年
に
「
好
評
だ
っ
た
」
五
六
曲
と
か
ら
自
立

語
を
ラ
ン
ダ
ム
に
拾
っ
て
歌
詞
め
い
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
（
意
味
不
通
や
珍
文

句
は
意
に
介
し
な
い
）
つ
な
い
だ
結
果
と
し
て
、
戦
前
と
近
年
の
各
四
篇
を
示
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
上
段
が
戦
前
、
下
段
が
近
年
）。

A

泣
い
て
涙
で
今
日
と
ぼ
と
ぼ
と
a

泣
い
て
あ
の
手
を
取
り
合
っ
た

枯
野
た
ど
れ
ば

紅
ば
ら
の
な
つ
か
し
い
面
影
の
街

沈
む
夕
陽
も
哀
（
か
な
）
し
か
ろ

じ
ん
と
瞼
に
呼
ぶ
女

恋
の
灯
ひ
と
つ
主
ひ
と
り

強
い
と
言
っ
て
唯
ひ
と
り

し
み
じ
み
汽
笛
を
聞
い
て
る
ぜ

B

並
木
の
道
を
何
と
せ
う

b

並
木
通
り
の
人
を

君
が
瞳
に
愛
の
雨
降
る

ラ
ン
チ
に
乗
せ
て
行
こ
う

宵
の
銀
座
の
柳
の
下
で

都
会
と
い
う
奴
ァ
た
ま
ん
な
く
恋
し

待
て
ば
似
る
儚
（
は
か
）
な
い

念
仏
あ
げ
る
前
髪
の

影
よ
我
心

小
さ
な
笑
く
ぼ
が
笑
う
ん
だ
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C

熱
き
血
潮
を
讃
へ
つ
ゝ

c

熱
い
情
け
を
振
り
捨
て
て

我
世
を
捨
て
て
あ
の
夢
追
つ
て

花
の
ネ
オ
ン
の
海
の
こ
と

男
心
に
誰
（
た
れ
）
を
待
つ

み
ん
な
黙
っ
て
い
る
け
れ
ど

君
が
歌
ひ
し
　
花
は

赤
く
　
あ
あ
　
過
ぎ
ゆ
く
風
に

花
は
　
ひ
と
い
ろ
濃
（
こ
）
紫

向
っ
て
進
み
た
き
ゃ
　
行
こ
う
じ

ゃ
な
い
か

茜
に
燃
え
て
う
ず
ま
く
よ

D

空
青
く
　
笑
ふ
春

d

空
ゆ
く
俺
（
お
い
）
ら
に
ゃ
ギ
タ
ー

知
つ
て
ゐ
る
で
し
よ

が
残
る

何
（
な
）
ん
に
も
言
へ
ず

可
愛（
か
わ
い
）
や
何
も
言
わ
な
い
で

二
人
は
別
れ
て
来
た
け
れ
ど

商
売
抜
き
で
唄
お
う
さ

夢
に
見
た
い
は
鶴
松
さ
ん
よ

海
を
渡
っ
て

覗
い
ち
や
嫌
よ
　
嫌
だ
わ
よ

そ
れ
か
ら
三
年
も
う
帰
ら
な
い

あ
あ
雨
が
降
る
濡
れ
て
泣
く

一
見
し
て
A
の
初
め
の
三
行
は
ま
が
い
も
な
く
「
山
は
夕
焼
」（
特
に
そ
の
三

番
）
の
情
景
で
あ
り

（
注
23
）、

d
は
「
ギ
タ
ー
を
持
っ
た
渡
り
鳥
」
を
想
起
さ
せ
る
。
他

の
歌
（
？
）
に
も
典
拠
の
歌
謡
を
思
い
出
さ
せ
る
行
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
、
ほ
と
ん
ど
が
孤
独
を
歌
い
、
A
・
d
の
他
に
D
・
a
・
c
も
多
分
に
放

浪
の
気
分
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
右
の
『
流
行
歌
史
』

は
、「
結
局
、
歌
謡
曲
の
歌
詞
と
い
う
も
の
が
部
分
的
に
変
化
を
み
せ
た
と
し
て

も
、
そ
の
本
質
は
昭
和
初
期
以
来
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
」

と
言
う
が
、
問
題
は
歌
詞
の
語
彙
よ
り
も
そ
の
続
け
方
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
気

分
・
情
調
の
問
題
で
は
あ
る
ま
い
か
。
戦
前
・
戦
後
の
限
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
多
く
な
い
歌
謡
を
採
っ
て
用
語
を
か
な
り
ア
ッ
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
拾
っ
て

綴
り
、
従
っ
て
本
格
的
な
歌
詞
に
な
っ
て
い
な
い
右
八
例
の
試
作
に
、
孤
独
や
寂

寥
・
哀
愁
と
い
う
放
浪
の
モ
ー
ド
が
色
濃
く
漂
う
こ
と
は
、
時
代
を
越
え
て
そ
れ

が
流
行
歌
の
底
流
に
存
す
る
こ
と
を
語
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
注
1
）
そ
の
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
私
も
H
・
プ
ル
チ
ュ
ウ
と
の
共

編
『
日
本
紀
行
文
学
便
覧
』（
武
蔵
野
書
院
・
昭
五
〇
）
の
付
録
論
攷
「
日
本

人
の
旅
と
紀
行
」
に
一
言
し
た
が
、
歌
謡
に
即
し
て
は
、
吉
田
恭
爾
が
副
田
義

也
編
『
現
代
歌
謡
の
社
会
学
』（
日
本
工
業
新
聞
社
・
昭
五
四
）
に
収
め
る

「「
こ
こ
で
は
な
い
ど
こ
か
」
に
行
け
ば
」
で
、
引
用
し
た
「
旅
の
宿
」（
岡
本

お
さ
み
詞
・
昭
四
七
）
の
歌
詞
と
情
景
を
分
析
し
た
上
で
、
こ
の
歌
が
「
若
も

の
た
ち
だ
け
」
で
な
く
「
多
世
代
に
う
け
い
れ
ら
れ
」
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
一
九
七
五
年
の
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
の
「
余
暇
に
関
す
る
世
論
調

査
」
を
引
い
て
、「
国
民
の
旅
行
好
き
な
性
格
」
を
挙
げ
て
い
る
。

（
注
2
）
旅
や
放
浪
の
モ
チ
ー
フ
や
そ
れ
ら
へ
の
憧
れ
が
唐
詩
や
西
洋
文
学
に
も
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
杜
甫
や
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
の
名
を
挙
げ
て
前
注
所
掲
の
拙

稿
に
も
述
べ
た
。
そ
こ
に
挙
げ
な
か
っ
た
例
で
は
、
ゲ
ー
テ
の
「
さ
す
ら
い
人

の
夜
の
歌W

andrersN
achtlied

」
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
作
曲
で
有
名
な
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
連
作
詩
「
美
し
き
水
車
小
屋
の
娘D

ieSchöneM
ühlerin

」
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「
冬
の
旅

W
interreise

」、
グ
リ
ー
ク
の
音
楽
で
有
名
な
イ
プ
セ
ン
の
「
ペ
ー

ル
・
ギ
ュ
ン
ト
」
な
ど
も
あ
る
。

純
粋
の
放
浪
と
は
違
う
が
バ
ニ
ャ
ン
の
「
天
路
歴
程ThePilgrim

’sProgress

」

の
よ
う
な
聖
地
へ
の
巡
礼
や
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
「
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記G

ulliver’s

Travels
」
の
よ
う
な
架
空
旅
行
を
拾
え
ば
、
更
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
に
違
い
な
い
。

そ
う
し
た
面
の
研
究
で
偶
然
に
手
に
し
た
も
の
に
、D

onald
H

ow
ard,W

riters

and
P

ilgrim
s

―M
edieval

P
ilgrim

age
N

arratives
and

T
heir

P
osterity

(U
niversity

of
C

alifornia
P

ress,1980)

が
あ
る
。
主
に
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル

M
andeville

の
紀
行

(M
andeville’s

Travels)

と
チ
ョ
ー
サ
ー
の
「
カ
ン
タ
ベ

リ
物
語C

anterbury
Tales

」
と
を
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
か
つ
て
の
ジ
プ
シ
ー
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な
放
浪
民
（
ヒ
ト
ラ
ー

が
漂
泊
ジ
プ
シ
ー
を
強
制
的
に
収
容
・
虐
殺
し
た
こ
と
が
、
当
時
の
新
聞
に
た

び
た
び
見
え
る
が
、
相
沢
久
『
ジ
プ
シ
ー
』﹇
講
談
社
現
代
新
書
・
昭
五
五
﹈

に
よ
れ
ば
、
ナ
チ
の
ジ
プ
シ
ー
弾
圧
は
ユ
ダ
ヤ
人
同
様
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ

た
）
は
、
今
も
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た

報
告
に
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
漂
泊
民

The
Irish

Tinkers

（
亀
井
好
恵
・
高
木

晴
美
訳
、
現
代
書
館
・
一
九
九
三
、
原
著
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
メ
ル
ク

G
eorge

G
m

elch

著
、W

aveland
Press

Inc.,1985

）
が
あ
り
、
更
に
先
年
ギ
リ
シ
ア

の
そ
の
よ
う
な
人
々
を
追
っ
た
映
画
も
公
開
さ
れ
た
と
記
憶
す
る
。

な
お
日
本
で
も
戦
前
に
は
、
主
と
し
て
本
州
西
部
に
山
窩
（
サ
ン
カ
）
と
呼

ば
れ
る
人
々
が
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
等
に
つ
い
て
の
柳
田
国
男
・
三
角
寛
ら
の

論
や
そ
の
生
活
を
取
り
上
げ
た
五
木
寛
之
の
小
説
「
風
の
王
国
」（
一
九
八
五
）

そ
の
他
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
人
々
を
含
め
た
日
本
の
漂
泊
民
に
つ
い
て
は
、

サ
ン
カ
の
歴
史
と
現
状
を
探
っ
た
沖
浦
和
光
『
幻
の
漂
泊
民
・
サ
ン
カ
（
文
芸

春
秋
・
二
〇
〇
一
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
適
切
な
分
類
が
あ
る
。

（
注
3
）
文
学
作
品
（
小
説
・
紀
行
・
随
筆
等
）
の
主
な
も
の
は
、
地
域
別
に
『
現
代

紀
行
文
学
全
集
』（
初
版
＝
修
道
社
・
昭
三
三
、
増
補
版
『
現
代
日
本
紀
行
文

学
全
集
』
＝
ほ
る
ぷ
出
版
・
昭
五
一
）、『
世
界
紀
行
文
学
全
集
』（
修
道
社
・
昭

三
四
〜
三
六
）、『
紀
行
全
集
世
界
体
験
』（
河
出
書
房
新
社
・
一
九
七
八
）
の

よ
う
な
シ
リ
ー
ズ
に
集
め
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
作
家
・
作
品
の
解
説
・
抄
出
を

主
と
し
た
『
文
学
の
旅
』（
日
本
の
地
域
別
、
千
趣
会
・
一
九
七
二
〜
七
四
）

な
ど
も
あ
る
。

個
別
作
品
で
は
、
国
文
学
者
斎
藤
清
衛
の
『
地
上
を
行
く
も
の
』『
は
て
し

な
く
歩
む
』『
東
北
の
細
道
に
立
つ
』
お
よ
び
『
東
洋
人
の
旅
』
が
あ
る
。
前

三
者
は
昭
和
八
〜
九
年
、
広
島
高
師
の
教
授
で
あ
っ
た
著
者
が
公
職
を
捨
て
て

本
州
各
地
を
ほ
と
ん
ど
徒
歩
で
辿
っ
た
紀
行
、
最
後
者
は
同
一
一
年
の
シ
ベ
リ

ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行
（
ベ
ル
リ
ン
で
は
武
者
小
路
大
使
邸
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
歓
迎
大
会
の
第
一
回
に
出
て
い
る
が
、
競
技
会
に
は
背
を
向
け
て
西
南

ド
イ
ツ
へ
旅
立
っ
て
い
る
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
先
年

『
日
本
紀
行
』
1
〜
3
お
よ
び
別
巻
と
し
て
高
藤
武
馬
の
解
説
を
付
し
て
再
刊

（
春
陽
堂
書
店
・
昭
四
九
）
さ
れ
た
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
各
地
の

風
土
や
人
情
の
描
写
も
細
か
く
、
そ
の
上
に
国
文
学
者
の
目
と
常
識
人
の
文
明

批
評
と
が
見
ら
れ
て
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

（
注
4
）
余
談
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
唱
え
文
句
や
口
上
あ
る
い
は
演
技
の
一

端
を
集
め
た
も
の
に
、
小
沢
昭
一
の
一
連
の
C
D
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
の
放
浪

芸
』（
途
中
ま
で
は
初
め
本
や
L
P
で
発
売
さ
れ
た
）
が
あ
る
。

（
注
5
）
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
に
関
連
し
て
前
述
の
新
藤
「
さ
す
ら
い
の
歌
」
は
、

「
さ
す
ら
い
の
対
極
に
原
点
と
し
て
あ
る
も
の
は
故
郷
と
恋
人
で
あ
る
」
と
言

い
、
そ
れ
ら
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
歌
を
多
数
（
歌
い
出
し
を
示
し
て
）
挙
げ

て
い
る
。
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ま
た
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
副
田
義
也
「
現
代
歌
謡
曲
の
社
会

心
理
」（『
言
語
生
活
』
三
一
五
　
特
集
「
歌
謡
曲
」、
一
九
七
七
・
一
二
）
は

一
九
五
六
〜
一
九
七
六
年
の
主
な
ヒ
ッ
ト
曲
の
タ
イ
ト
ル
と
歌
詞
に
見
え
る
地

名
（
普
通
名
詞
を
含
む
）
を
調
べ
、
帰
郷
（
そ
れ
に
は
失
恋
・
悲
哀
が
か
ら
む

こ
と
が
多
い
）
な
ど
の
主
人
公
の
地
理
的
移
動
に
つ
い
て
、
そ
の
傾
向
（
移
動

の
方
向
と
目
的
）
や
増
減
と
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
る
人
口
移
動
と
の
相
関
を

考
察
し
て
い
る
。

（
注
6
）
た
だ
、
演
歌
師
が
歌
い
弘
め
た
「
松
の
声
（
女
学
生
堕
落
の
歌
）」（
明
四

〇
・
神
長
瞭
月
詞
曲
、
東
京
遊
学
の
女
学
生
が
、
恋
人
に
捨
て
ら
れ
自
殺
す
る

ま
で
を
う
た
っ
た
え
ん
え
ん
二
百
余
行
に
及
ぶ
長
篇
﹇
流
行
歌
史
﹈）
や
「
残

月
一
声
」（
明
四
一
・
同
、「
棄
児
行
」
の
世
界
す
な
わ
ち
妻
を
亡
く
し
た
男
の

わ
が
児
を
棄
て
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
を
嘆
く
長
詩
）「
夜
半
の
追
憶
（
男
三
郎
の

歌
）」（
同
・
八
雲
山
人
詞
、「
美
し
き
天
然
」
の
節
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
恋
人
を

救
お
う
と
他
人
の
臀
肉
を
切
り
取
っ
て
死
刑
に
な
っ
た
男
三
郎
（
お
さ
ぶ
ろ

う
）
が
、
獄
中
で
上
京
の
途
を
回
想
す
る
部
分
が
あ
る
）
に
、
そ
の
片
鱗
は
見

ら
れ
る
。

（
注
7
）
日
華
事
変
に
従
軍
し
た
四
人
の
飛
行
兵
の
友
情
を
描
い
た
映
画
「
燃
ゆ
る
大

空
」（
東
宝
・
昭
一
五
）
に
つ
い
て
『
懐
か
し
の
日
本
映
画
主
題
歌
大
全
集
』

の
「
曲
目
解
説
」
で
森
一
也
が
、

こ
の
映
画
で
最
も
心
に
残
る
シ
ー
ン
は
、
飛
行
学
校
の
生
徒
で
あ
る
灰
田

勝
彦
が
、
よ
く
「
故
郷
の
空
」（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
）
を
口
ず
さ
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
伏
線
で
、
彼
の
飛
行
機
が
墜
落
、
重
傷
を
負

っ
た
彼
が
は
る
か
故
国
の
親
兄
弟
を
心
に
描
い
て
「
夕
空
は
れ
て
　
秋
風

吹
き
」
と
歌
い
な
が
ら
意
識
を
失
っ
て
い
く
場
面
が
客
の
涙
を
さ
そ
い
ま

し
た
。

と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
、
半
世
紀
以
上
前
に
小
学
二
年
生
で
こ
の
映
画
を
見
た

私
は
、
右
引
用
の
前
半
の
く
だ
り
は
鮮
や
か
に
覚
え
て
い
る
が
墜
落
の
シ
ー
ン

は
記
憶
に
な
く
、
先
年
市
販
さ
れ
た
ビ
デ
オ
で
も
墜
落
後
に
は
こ
の
歌
を
歌
っ

て
は
い
な
い
。

（
注
8
）
因
み
に
、
一
般
に
こ
の
歌
の
初
句
の
「
か
わ
い
や
」
を
「
可
愛
い
」「
い
と

し
い
」
の
意
に
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
く
て
「
か

わ
い
そ
う
」「
あ
わ
れ
」
の
意
味
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
別

稿
に
譲
る
が
、
抱
月
が
こ
こ
で
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
に
唄
を
歌
わ
せ
る
先
縦
と
な
っ

た
フ
ラ
ン
ス
語
脚
本
（
次
注
に
述
べ
る
）
で
は
「
軽
薄
な
」
と
形
容
さ
れ
て
い

る
が
、
抱
月
ら
が
そ
れ
に
囚
わ
れ
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。

歌
詞
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
心
中
を
語
り
手
も
し
く
は
観
客
の
立
場
を
交
え
て
歌
っ

た
も
の
で
、
謡
曲
「
船
弁
慶
」
の
「
そ
の
と
き
義
経
少
し
も
騒
が
ず
」
の
手
法

で
あ
る
（
右
に
ふ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
脚
本
で
は
、
ネ
フ
リ
ュ
ド
フ
の
心
中
を
歌

っ
た
歌
詞
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
）。
多
く
の
資
料
を
駆
使
し
て
近
現
代
の
流
行

歌
の
展
開
を
跡
づ
け
た
倉
田
喜
弘
の
好
著
『「
は
や
り
歌
」
の
考
古
学
―
開
国

か
ら
戦
後
復
興
ま
で
』（
文
春
新
書
・
平
一
三
）
に
は
「
身
も
心
も
す
さ
ん
だ

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
女
囚
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
へ
送
ら
れ
る
と
き
、
昔
を
回
想
し
て

歌
う
そ
の
場
面
は
印
象
的
で
あ
っ
た
と
い
う
」
と
あ
る
。
ま
た
堀
内
敬
三
は

『
音
楽
五
十
年
史
』
で
、「
詞
曲
と
も
に
今
ま
で
の
唱
歌
・
学
生
歌
に
も
演
歌
・

俗
謡
に
も
な
い
新
し
さ
と
通
俗
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
た
ち
ま
ち
学
生
間
に
歌

わ
れ
、
演
歌
で
全
国
に
も
ひ
ろ
げ
ら
れ
（
後
略
）」
と
言
う
。

（
注
9
）
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
・
バ
タ
イ
ユH

enry
B

ataille

が
脚
色
し
た
も

の(R
ésurrection/

É
pisode

dram
atique

en
cinq

actes
et

un
prologue/

Tiré
du

rom
an

de
L.Tolstoï/

Paris/
L

ibraire
C

harpenteur
etFasquelle,1905.)

が

あ
り
、
抱
月
は
そ
れ
を
明
治
三
六
年
三
月
に
ロ
ン
ド
ン
の

H
is

M
ajesty’s
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T
heatre

で
当
時
の
名
優

T
ree

が
演
ず
る
の
を
見
て
い
た
。『
明
治
文
学
全

集
』
43
の
「
島
村
抱
月
集
」
に
収
め
た
「
渡
英
滞
英
日
記
」
三
月
一
四
日
の
条

に
そ
の
こ
と
が
見
え
、
更
に
『
新
小
説
』
明
三
六
・
六
に
詳
し
い
観
劇
記
を
書

い
て
い
て
（『
全
集
』
に
収
め
る
）、
舞
台
の
様
子
が
よ
く
分
る
。
そ
し
て
芸
術

座
の
公
演
と
同
時
（
大
三
・
三
）
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
脚
本
（
主
役
の

二
人
ツ
リ
ー
と
ア
シ
ェ
ル
の
一
・
三
・
五
幕
の
舞
台
写
真
を
巻
頭
に
掲
げ
る
）

の
「
緒
言
」（
大
八
・
天
佑
社
版
『
抱
月
全
集
』
に
は
無
題
、
そ
れ
を
改
編
し

た
昭
四
・
博
文
館
版
に
は
「
は
し
が
き
」
と
題
し
て
い
る
）
に
、

今
回
の
此
の
脚
本
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
原
作
小
説
と
バ
タ
イ
ユ
の
脚
本
と
そ

れ
に
小
改
竄
を
加
へ
た
ツ
リ
ー
（
注
、
こ
の
前
に
「
ビ
ア
ボ
ム
・
ツ
リ
ー

(B
eerbohm

T
ree)

」
と
あ
る
）
の
所
演
と
、
三
つ
を
本
（
注
、
も
と
）
に

し
て
更
に
「
芸
術
座
」
第
三
回
（
注
、
第
一
回
は
前
年
の
「
モ
ン
ナ
・
ヴ

ァ
ン
ナ
」、
第
二
回
は
三
年
一
月
の
「
海
の
夫
人
」「
熊
」）
の
上
演
台
本

に
適
す
る
や
う
、
再
脚
色
を
施
し
た
も
の
で
…

と
言
っ
て
い
る
（
注
11
に
挙
げ
る
『
随
筆
・
松
井
須
磨
子
』
に
は
「
芸
術
座
の

『
復
活
』
は
、
島
村
先
生
が
見
て
来
ら
れ
た
、
エ
レ
ン
・
テ
リ
ー
の
上
演
脚
本

に
先
生
が
手
を
加
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
」
と
あ
る
が
、
抱
月
自
身
の
「
は
し

が
き
」
の
方
が
信
じ
ら
れ
る
）。
更
に
町
田
等
監
修
『
定
本
・
中
山
晋
平
』（
郷

土
出
版
社
﹇
松
本
﹈・
昭
六
二
、
改
題
普
及
版
『
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
よ
、
永

遠
に
―
唄
と
ロ
マ
ン
に
生
き
た
作
曲
家
・
中
山
晋
平
の
生
涯
』
一
九
九
六
、
六

二
頁
）
に
は
、「
抱
月
は
留
学
中
に
こ
の
芝
居
を
ロ
ン
ド
ン
で
見
て
い
た
。
ロ

ン
ド
ン
で
は
芝
居
の
中
で
劇
中
歌
が
唄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た

か
ら
、
日
本
で
も
試
み
て
み
た
か
っ
た
」（
傍
線
引
用
者
）
と
あ
る
。
な
お
、

バ
タ
イ
ユ
の
仏
訳
（
早
大
図
書
館
に
単
行
本
と
『
バ
タ
イ
ユ
戯
曲
全
集
』
と
が

あ
り
、
閲
覧
に
は
和
田
琢
磨
助
手
を
わ
ず
ら
わ
し
た
）、
ロ
ン
ド
ン
で
の
上
演
、

抱
月
の
脚
色
の
三
者
の
比
較
も
、
別
稿
に
譲
る
。

（
注
10
）
第
一
幕
は
第
二
場
（
復
活
祭
で
別
荘
に
帰
っ
た
士
官
ネ
フ
リ
ュ
ド
フ
が
、
十

年
前
の
復
活
祭
の
日
に
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
と
会
っ
た
日
の
こ
と
を
夢
で
回
想
す

る
）
で
、「
お
前
の
名
を
入
れ
た
歌
を
お
歌
ひ
」
と
ネ
フ
リ
ュ
ド
フ
に
言
わ
れ

て
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
一
番
を
歌
い
、
第
四
幕
で
は
幕
切
れ
に
、
シ
ベ
リ
ヤ
送
り

と
決
ま
っ
た
彼
女
が
、
獄
内
で
親
し
く
な
っ
た
女
囚
と
二
人
で
、
や
は
り
一
番

を
歌
う
。

脚
本
で
見
る
限
り
、
舞
台
で
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
歌
う
の
は
右
の
よ
う
に
歌
の

初
め
だ
け
だ
が
、
直
後
に
発
売
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
（
前
記
『
20
世
紀
日
本
の

歌
』
に
複
刻
さ
れ
た
C
D
な
ど
に
よ
る
）
で
は
、
須
磨
子
は
「
広
い
野
原
を
」

の
五
番
ま
で
を
歌
っ
た
上
、
第
三
幕
で
女
囚
た
ち
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
身
の
上

話
を
独
白
と
し
て
裏
面
に
吹
き
込
ん
で
い
る
。

因
み
に
、
渡
辺
淳
一
の
創
作
「
女
優
」（
松
井
須
磨
子
の
生
涯
を
描
い
た
小

説
、
集
英
社
・
昭
五
八
、
昭
六
一
の
同
社
文
庫
本
や
平
成
元
の
角
川
文
庫
本
も

あ
る
）
の
序
章
に
は
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
原
盤
の
こ
と
と
、
併
せ
て
次
の
「
さ

す
ら
ひ
の
唄
」（
裏
面
は
「
沈
鐘
」
の
劇
中
歌
「
森
の
娘
」
他
）
お
よ
び
「
水

藻
の
花
」（
裏
面
は
「
火
粉
さ
ん
、
山
羊
さ
ん
」、
こ
れ
ら
も
「
沈
鐘
」
の
劇
中

歌
）
の
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
注
11
）
川
村
花
菱
（
か
り
ょ
う
、
明
一
七
〜
昭
二
九
）
は
劇
作
家
。
東
京
出
身
で
明

治
四
三
年
早
大
英
文
科
卒
。
初
め
劇
評
・
脚
本
を
書
い
て
い
た
が
、
途
中
か
ら

演
劇
の
現
場
で
活
動
し
、
芸
術
座
解
散
（
大
七
）
後
は
新
派
の
た
め
に
多
数
の

演
出
・
脚
色
を
し
た
。
脚
本
の
他
、『
随
筆
・
松
井
須
磨
子
―
芸
術
座
盛
衰
記

―
』（
青
蛙
房
・
昭
四
三
、
青
蛙
選
書
25
）
が
あ
る
。

（
注
12
）
作
詞
者
白
秋
は
、
そ
の
初
出
（『
時
事
新
報
』
大
六
・
一
〇
・
三
〇
）
の
表

題
の
横
に
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夕
暮
に
も
あ
ら
ず
、
夜
の
明
方
に
も
あ
ら
ぬ
北
極
光
の
下
を
、
昨
日
は
東

今
日
は
西
と
、
お
ぼ
つ
か
な
く
さ
す
ら
ひ
あ
る
く
ジ
プ
シ
イ
の
旅
情
。

と
記
し
て
い
る
と
い
う
（『
全
集
』
29
の
「
後
記
」
に
よ
る
）。

な
お
、
そ
の
歌
詞
だ
け
は
各
種
の
歌
謡
集
に
載
っ
て
い
る
が
、
公
演
直
後
の

レ
コ
ー
ド
（
こ
れ
も
注
10
で
断
っ
た
複
刻
に
よ
る
）
で
は
、
冒
頭
の
「
行
こ
う

か
戻
ろ
か
　
北
極
光
（
オ
ー
ロ
ラ
）
の
下
を
」
の
前
に

「
ね
え
　
フ
ェ
ー
ジ
ャ
さ
ん
、
私
ゃ
貴
方
の
其
の
心
意
気
が
嬉
し
い
ワ
。

え
え
歌
い
ま
し
ょ
う
、
ど
う
せ
も
う
お
金
で
買
わ
れ
る
流
れ
の
身
な
ん
で

す
も
の
。
え
え
、
歌
い
ま
す
ワ
」

と
あ
り
、
二
番
（
…
明
日
の
旅
路
が
無
い
じ
ゃ
な
し
）
と
三
番
（
燃
ゆ
る
思
い

を
荒
野
に
晒
し
…
）
と
の
間
に
も

「
だ
け
ど
ね
え
、
此
の
先
一
年
の
後
、
二
年
の
後
私
達
の
行
末
は
、
ま
ァ
、

ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
…
…
心
細
い
ワ
」

と
、
マ
ー
シ
ャ
の
台
詞
が
入
っ
て
い
る
。「
復
活
」
の
場
合
か
ら
考
え
て
、
こ

れ
も
ほ
ぼ
舞
台
上
演
の
ま
ま
を
吹
き
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
歌
も
上
演
・
吹
込
（
大
六
・
一
〇
）
後
忽
ち
全
国
に
流
布
し
た
と
見

え
、
当
時
熊
本
に
居
た
高
群
逸
枝
が
翌
七
年
四
国
遍
路
を
し
た
折
、
そ
の
第
四

節
（
私
ゃ
水
草
　
風
吹
く
ま
ま
に
…
）
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
（『
娘
巡
礼
記
』

八
十
三
、
十
月
一
日
）。

な
お
、
注
10
最
後
の
段
落
参
照
。

（
注
13
）
映
像
文
化
も
未
発
達
で
曠
野
や
砂
漠
を
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
当

時
、
こ
う
し
た
舞
台
設
定
は
甚
だ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
享
受
さ
れ
た
に
違
い
な

く
、
折
し
も
興
っ
た
大
陸
へ
の
野
心
・
関
心
を
促
し
、
そ
れ
と
循
環
論
的
関
係

で
大
陸
放
浪
の
歌
が
続
出
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
大
正
中
期
以
後
の

「
馬
賊
の
唄
」（

僕
も
行
く
か
ら
君
も
行
こ
　
狭
い
日
本
に
ゃ
住
み
あ
い
た

…
」
大
一
二
吹
込
、
作
者
は
宮
崎
滔
天
と
言
う
が
実
は
宮
島
郁
芳
か
）「
蒙
古

放
浪
の
歌
」（

…
波
の
彼
方
の
蒙
古
の
砂
漠
　
男
多
恨
の
　
身
の
　
捨
て
ど

こ
ろ
…
」
仲
田
三
孝
）
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（
注
14
）
今
も
観
光
地
で
は
乗
合
馬
車
が
走
っ
て
い
る
が
、
市
民
の
足
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
の
を
私
が
見
た
の
は
、
昭
和
一
五
年
ま
で
東
京
市
の
外
れ
、
今
の
練

馬
区
の
大
泉
学
園
駅
北
口
か
ら
市
民
農
園
（
現
、
都
民
農
園
）
ま
で
一
時
間
か

二
時
間
に
一
往
復
し
て
い
た
の
が
最
後
で
あ
る
。
そ
の
後
、
馬
は
軍
馬
に
徴
用

さ
れ
、
路
線
は
バ
ス
に
切
替
え
ら
れ
て
次
第
に
延
長
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。な

お
、「
幌
馬
車
」
で
な
く
単
に
「
馬
車
」
あ
る
い
は
「
郵
便
馬
車
」（
こ
れ

は
「
冬
の
旅
」
に
見
る
よ
う
に
か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
あ
っ
た
が
、
日
本

に
は
無
い
）
を
歌
っ
た
戦
後
の
（
戦
前
で
は
「
こ
の
道
」
が
著
名
）
の
歌
と
し

て
は
、
幻
想
的
な
「
夢
の
お
馬
車
」（
昭
二
二
）
や
「
憧
れ
は
馬
車
に
乗
っ
て
」

（
昭
二
六
）「
あ
こ
が
れ
の
郵
便
馬
車
」（
昭
二
七
）
な
ど
が
、
す
ぐ
に
思
い
出

さ
れ
る
。

（
注
15
）
戦
前
「
満
洲
国
」
時
代
の
小
学
校
・
中
等
学
校
の
教
材
に
あ
っ
た
唱
歌
を
集

め
た
『
満
洲
思
い
出
の
唄
』
の
中
に
も

石
の

道
を
　
駆
る
馬
車
の
／
蹄
の

音
の
さ
や
け
さ
に
」（
ハ
ル
ピ
ン
）
な
ど
と
あ
り
、
昭
和
一
五
年
頃
の
童
謡

「
満
洲
ノ
ゾ
キ
眼
鏡
」
に
も

ノ
ゾ
キ
眼
鏡
デ
　
満
洲
見
レ
バ
／
鈴
ハ
チ
ン
カ

ラ
カ
ン
デ
　
馬
ハ
カ
ッ
ポ
カ
ッ
ポ
／
赤
イ
オ
馬
車
ガ
　
街
ヲ
行
ク
…
」
と
あ
っ

た
。

（
注
16
）
戦
前
、
旧
制
高
校
の
生
徒
や
受
験
生
た
ち
は
、
時
に
こ
の
歌
の
二
行
目

を

北
は
弘
前
　
南
は
高
知
」
と
ふ
ざ
け
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
ン
バ

ー
・
ス
ク
ー
ル
や
首
都
圏
・
関
西
の
高
校
が
難
関
で
あ
っ
た
た
め
、
平
易
と
さ

れ
た
弘
前
（
大
正
九
年
創
立
）や
高
知
（
同
一
一
年
創
立
）
な
ど
へ
と
流
れ
る
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こ
と
（
都
落
ち
と
言
っ
た
）
を
自
嘲
し
あ
る
い
は
皮
肉
っ
た
も
の
。

ま
た
、
昭
和
五
二
年
五
木
寛
之
原
作
「
旅
の
終
り
に
」
を
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ

化
し
た
と
き
に
主
題
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
同
名
の
歌
（
立
原
岬
﹇
五
木
の
筆

名
﹈
詞
・
菊
池
俊
輔
曲
）
は
、

流
れ
流
れ
て
　
さ
す
ら
う
旅
は
／
き
ょ
う
は

函
館
　
あ
し
た
は
釧
路
」
と
い
う
歌
い
出
し
も
リ
ズ
ム
を
少
し
変
え
た
曲
も
、

こ
の
歌
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
盗
作
騒
ぎ
は
起
き
て
い
な
い
。

（
注
17
）
こ
の
戯
曲
の
人
物
と
ス
ト
ー
リ
ー
に
モ
デ
ル
が
あ
る
（
作
者
が
若
い
頃
耳
に

し
た
）
こ
と
は
、『
長
谷
川
伸
全
集
』
第
十
五
巻
の
「
解
説
」
に
村
上
元
三
が

書
い
て
い
る
。

（
注
18
）
「
股
旅
」
の
語
は
長
谷
川
伸
の
戯
曲
「
股
旅
草
鞋
」（『
改
造
』
昭
四
・
四
、

同
五
月
本
郷
座
と
浪
花
座
で
競
演
）
か
ら
出
た
も
の
で
、「「
旅
か
ら
旅
を
股
に

か
け
」
と
い
う
の
が
語
源
だ
が
、
そ
う
い
う
称
呼
を
つ
く
っ
た
の
は
石
割
松
太

郎
（
注
、
明
一
四
〜
昭
一
一
、
劇
評
家
）
だ
、
と
長
谷
川
伸
は
書
い
て
い
る
」

と
、『
全
集
』
第
十
六
巻
の
「
長
谷
川
伸
年
譜
」
に
あ
る
。

な
お
、
国
定
忠
次
や
清
水
次
郎
長
、「
天
保
水
滸
伝
」
な
ど
の
侠
客
・
剣
豪

に
取
材
し
た
読
物
・
浪
曲
な
ど
は
明
治
時
代
か
ら
作
ら
れ
語
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
歌
謡
の
題
材
と
な
る
の
は
「
沓
掛
時
次
郎
」
が
最
初
で
あ
る
。

ま
た
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
股
旅
歌
謡
が
す
べ
て
「
さ
す
ら
い
」
の
歌
謡
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
旅
姿
三
人
男
」（
昭
一
四
）
に
は
放
浪
の
モ

チ
ー
フ
は
無
い
。

（
注
19
）
映
画
「
伊
那
の
勘
太
郎
」（
東
宝
・
昭
一
八
）
の
主
題
歌
で
、
こ
の
映
画
が

稲
垣
浩
の
通
称
イ
ナ
カ
ン
か
ら
創
作
さ
れ
た
「
や
く
ざ
者
の
勘
太
郎
が
天
狗
党

に
加
担
し
て
勤
王
運
動
の
仲
間
入
り
を
す
る
話
」（
田
中
純
一
郎
『
日
本
映
画

発
達
史
Ⅲ
』）
で
あ
る
こ
と
（
特
に
主
人
公
が
稲
垣
監
督
の
通
称
か
ら
作
ら
れ

た
人
物
で
あ
る
こ
と
）
は
諸
書
に
見
え
て
周
知
だ
が
、
こ
の
歌
（
佐
伯
孝
夫
作

詞
）
の
題
名
に
は
、
長
谷
川
伸
の
戯
曲
「
勘
太
郎
月
の
唄
」（
昭
七
作
）
の
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
筋
は
全
く
関
係
な
く
、「
月
の
唄
」
は
左

官
勘
太
郎
が
喧
嘩
の
末
撲
殺
し
て
し
ま
っ
た
男
の
幼
女
お
梅
の
歌
う
わ
ら
べ

唄

お
月
様
幾
つ
、
十
三
七
つ
、
…
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（
注
20
）
因
み
に
、
浅
倉
喬
司
は
『
遊
歌
遊
侠
―
今
年
の
牡
丹
は
よ
い
牡
丹
』（
現
代

書
館
・
一
九
九
四
）
の
「
歌
謡
曲
の
「
任
侠
」」（
そ
の
一
・
二
、
初
出
は

『B
ad

N
ew

s

』N
o.15-16,

一
九
九
二
・
三
〜
四
）
そ
の
他
で
、
任
侠
歌
謡
の

性
格
と
そ
れ
を
支
え
る
地
盤
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

な
お
、
股
旅
と
任
侠
は
同
義
で
は
な
い
（
例
え
ば
「
人
生
劇
場
」「
無
法
松

の
一
生
」「
兄
弟
仁
義
」
な
ど
は
任
侠
歌
謡
で
は
あ
る
が
股
旅
演
歌
で
は
な
い
）

が
、
文
脈
の
つ
い
で
に
こ
こ
に
右
文
献
を
注
し
て
お
く
。

（
注
21
）
戦
後
間
も
な
く

何
処
を
ね
ぐ
ら
の
　
今
日
の
宿
」
と
嘆
く
「
星
の
流
れ

に
」
や

あ
あ
　
夜
に
な
っ
て
も
　
帰
れ
な
い
」
と
つ
ぶ
や
く
「
ガ
ー
ド
下
の

靴
み
が
き
」
に
歌
わ
れ
た
よ
う
な
生
活
苦
と
は
一
線
を
画
し
た
と
こ
ろ
で
、
高

度
成
長
期
以
後
の
歌
謡
は
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

（
注
22
）
「
船
頭
小
唄
」
に
つ
い
て
は
、「（
大
正
）
十
二
年
に
な
つ
て
作
替
が
出
来
る

や
う
に
な
つ
て
、
日
本
全
国
が
火
の
つ
く
や
う
に
う
た
ひ
出
し
た
」
と
添
田
唖

蝉
坊
『
流
行
歌
明
治
大
正
史
』（
実
は
子
息
知
道
の
著
）
に
あ
り
（
幸
田
露
伴

が
『
東
京
日
々
新
聞
』
で
そ
の
流
行
を
非
難
し
た
の
は
、
こ
の
時
点
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
文
献
例
え
ば
『
遊
歌
遊
侠
』
が
、
露
伴
あ

る
い
は
そ
れ
以
外
の
人
物
の
言
と
し
て
記
し
て
い
る
）、『
流
行
歌
史
』
新
版
は

「
息
の
長
い
流
行
歌
と
な
っ
て
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
う
た
い
続
け
ら
れ
て
い
る
」

と
言
う
（
少
な
く
と
も
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
は
頭
髪
の
薄
く
な
っ
た
人
を
か
ら

か
う
の
に
も
使
わ
れ
て
い
た
）。
な
お
、
注
1
に
挙
げ
た
『
現
代
歌
謡
の
社
会

学
』
に
収
め
た
牧
園
清
子
「
現
代
世
間
考
」
は
「
昭
和
枯
れ
す
す
き
」
と
「
船
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頭
小
唄
」
と
の
「
世
間
」
の
相
違
を
考
察
し
て
い
る
。

「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」
に
つ
い
て
は
、
宇
根
元
由
紀
『
サ
ー
カ
ス
放
浪
記
』

（
岩
波
新
書
・
一
九
八
八
）
に
、
著
者
が
サ
ー
カ
ス
団
に
入
っ
た
昭
和
五
〇
年

代
前
半
に
は
団
員
た
ち
が
よ
く
歌
っ
て
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
な
お
同

書
の
「
あ
と
が
き
」
に
「
サ
ー
カ
ス
は
本
当
は
放
浪
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
三
年
四
年
先
ま
で
見
こ
し
て
、
計
画
的
に
動
い
て
い
る
」
と
あ
る
）。

（
注
23
）
水
谷
は
こ
の
A
が
「
赤
城
の
子
守
唄
」「
唐
人
お
吉
、
明
烏
篇
」「
女
の
階

級
」「
夕
日
は
落
ち
て
」「
山
は
夕
焼
」
の
該
当
行
を
つ
な
い
だ
結
果
で
あ
る
こ

と
を
明
か
し
て
、「
こ
の
第
一
例
が
全
体
と
し
て
、
大
正
中
期
の
『
さ
す
ら
ひ

の
唄
』
や
少
し
遅
れ
て
の
『
流
浪
の
旅
』
以
降
続
い
た
さ
す
ら
い
節
め
く
の

は
、
昭
和
六
―
十
一
年
ご
ろ
の
流
行
歌
の
水
脈
の
一
つ
が
お
の
ず
と
反
映
し
た

も
の
と
言
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
付
記
）本
稿
は
、
元
来
東
方
学
会
の
英
文
誌A

C
TA

A
SIA

TIC
A

八
九
号
（
二
〇
〇
五

年
夏
刊
行
予
定
）
に
「
日
本
文
学
に
お
け
る
漂
泊
」
と
い
う
特
集
テ
ー
マ
に
関

す
る
も
の
を
と
請
わ
れ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
題
材
の
性
質
上
翻
訳
に

は
限
界
が
あ
り
（
特
に
各
歌
謡
の
題
や
一
部
を
引
用
し
た
歌
詞
）、
日
本
語
の

原
文
も
公
表
し
た
く
、「
流
浪
の
民
」
の
こ
と
や
注
3
の
後
半
な
ど
を
追
加
し

て
、
こ
こ
に
投
稿
す
る
次
第
で
あ
る
。
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